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1.はじめに

深セン市雲語科技有限公司（以下、雲語科技）は、2010 年に中国深センに本社と北京、上海、

成都に支社をそれぞれ設立しており、現在ビジネスは全世界をカバーしています。雲語科技

は、ビッグデータ転送の高速化とネットワーク最適化サービスに焦点を当てており、ビッグ

データ時代のデータ同期や情報のインタラクティブをより効率的にするために、様々な組織

をサポートしています。

技術的なアドバンテージ
Raysync 転送エンジンは、データ転送業界をリードする技術で顧客の越境転送、長距離転送、

大容量ファイル転送などの問題点を完璧に解決します。また、帯域幅効率を最大限にし、作

業効率を向上させることで、顧客から満足度の高いコメントを得ています。

サービスチーム：
Raysync 転送エンジンと従来のネットワークリソースを組み合わせる他、業界において経験

豊富な技術とサービスチームを擁しており、お客様に高速、安定、安全なネットワークサー

ビスを提供しています。企業のネットワークへの投資を大幅に節約し、効率性を向上させ、

ネットワークの利用をより手軽にしています。

2.Raysync 転送ユーザガイド

2.1 ユーザー管理

2.1.1 ログイン

ログインプロセス

ログインページからユーザー名とパスワードを入力して、ログインします。

Raysync 転送のログインページに入ります。一般的にログインページの URL は、サーバー IP+

ポート番号[8090]（例：192.168.1.1:8090）です。

ユーザー名とパスワード、またはログインページを入力します。ユーザー名とパスワードを入力

し、[ログイン]ボタンをクリックしてシステムのメイン画面に入ります。それ以外は、ユーザー

名またはパスワードが間違っているとのメッセージが表示されます。
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2.1.2 ログアウト

左上のユーザー名ボタンをクリックしてオプションを展開し、[ログアウト]をクリックします。

2.1.3 パスワードの変更

左上のユーザー名ボタンをクリックしてオプションを展開し、[パスワードの変更]をクリックし

ます。
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過去のパスワードと新しいパスワードを、大文字と小文字+数字+特殊記号の形式で入力したら、

[OK]をクリックしてパスワードを変更します。

2.1.4 メール設定

共有ファイルや招待リンクの作成時に、メール通知を送信します。また、ダウンロードやアップ

ロードのためのリンクを開いたときに、通知を送信します。これら個人向けのメールサービスの

設定にも対応しています。(管理者からアカウントの[メール設定]オプションを有効化にする必

要があります)

[メール設定]をクリックします。

メールサービス情報を入力し、[OK]をクリックして保存します。
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2.2 インストールとアンインストール

Raysync クライアントは、2008、Windows Server 2012、Windows Server 2016、Windows 7、Windows

8、Windows 10、Mac OS 10.11 以上のプラットフォームに対応しています。

2.2.1 クライアンダウンロード

クライアントがインストールされていない、または起動されていない場合は、[クライアントダ

ウンロード]ボタンをクリックし、ご自身のプラットフォームに合わせてクライアントを選択し

ます。

2.2.2 クライアントのインストール

インストールの流れ

次のように、ダブルクリックして、インストールを開始します。

インストール言語を選択し、[OK]をクリックします。
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ソフトウェア上のインストール規約を読み、[同意する]をクリックして次のステップに進みます。

[次へ]をクリックします

インストールする内容を選択し、[次へ]をクリックします。
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インストールパスを選択します。

インストールが完了するまで待ちます

2.2.3 クライアント起動

ユーザーがログインした後、システムはクライアントが有効化されているかどうかを確認します。

クライアントが起動していない場合は、自動的に Web TCP 接続モードに切り替わります。このモ

ードでは、10M サイズの単体ファイルのアップロード、ダウンロード、アップロード招待、ダウ

ンロード共有にのみ対応しています。他の機能を利用する場合は、Raysync クライアントを起動

する必要があります。

フロントエンドの Web ページの[転送リスト]をクリックします。

[スタート]ボタンをクリックします。
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クライアント起動中の表示が出てから、起動完了するまで待ちます。

2.2.4 クライアントのアンインストール

方法 1：

windows のコントロールパネル→アプリと機能→アンインストールに入ります。

Raysync_client.exe プログラムを選択して、アンインストールします。

方法 2：

デスクトップ上のクライアントアイコンを右クリックして、ファイルのフォルダを開きます。

uninstall.exe を選択します。
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右クリックして[管理者として実行]を選択します。

2.3 ファイル操作

Raysync はアップロード、ダウンロード、削除、名前変更、新規フォルダ作成、同期タスク、ダ

ウンロード共有、アップロード招待、コピー、移動、プロパティ表示機能に対応しています。

2.3.1 ファイル/フォルダのアップロード

[ファイルのアップロード]または[フォルダのアップロード]をクリックします。

アップロードするファイル/フォルダを選択します。
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クライアントの転送リストで送信状況を確認することができます。

2.3.2 ファイル/フォルダのダウンロード

ダウンロードするファイル/フォルダを選択します。

[ダウンロード]ボタンをクリックするか、操作メニューの[ダウンロード]を選択します。

ダウンロードディレクトリを選択します
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クライアント転送リストから、選択したアップロードフォルダの転送状態を確認することができ

ます。

ファイルのダウンロードが完了した後、[ファイルディレクトリを開く]アイコンをクリックして

ファイルのフォルダを開きます。

2.3.3 新しいフォルダ

[新規フォルダ]ボタンをクリックします。

新しいフォルダのデフォルト名は[新しいフォルダ]です。新しいフォルダ名を入力します。
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または[Enter]キーをクリックして保存します。

2.3.4 名前の変更

ファイル/フォルダを選択し、[名前の変更]ボタンをクリックします。

ファイル名が編集可能になります
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新しい名前を入力し、[√]または[Enter]キーをクリックして保存します。

2.3.5 ファイルの削除

ファイル/フォルダを選択し、[削除]ボタンをクリックするか、操作メニューの[削除]を選択し

ます。

表示画面から[はい]をクリックします。

2.3.6 検索

検索フィールドに検索するファイル/フォルダ名を入力してします。

[検索]アイコンをクリックするか、[Enter]キーをクリックします。
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2.3.7 ファイル/フォルダの移動

ファイル/フォルダを選択し、[移動]ボタンをクリックするか、操作メニューの[ダウンロード]

を選択します。

移動したいディレクトリを選択し、[移動]をクリックします。

2.3.8 ファイル/フォルダのコピー

ファイル/フォルダを選択し、[コピー]ボタンをクリックするか、操作メニューの[コピー]を選

択します。
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コピー先のディレクトリを選択し、[コピー]をクリックします。

2.3.9 フォルダのプロパティ表示

表示したいフォルダを選択し、[情報]をクリックします

ヒント：ファイルは非対応

フォルダ情報ダイアログが表示されます。
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2.3.10 同期タスクの作成

同期機能を利用するには、管理者コンソールでユーザーの同期機能を有効にする必要があります。

[同期フォルダタスクの作成]ボタンをクリックします。

ダイアログボックスが表示されます

設定手順：

同期フォルダ
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タスク名 同期タスクの名前を設定します。通常の場合タスクリストからタスク名が表示さ

れます。

ソースパス 同期するファイルのパスを選択します。ローカルからサーバーへ、またはサーバ

ーからローカルへの双方向同期に対応しています。

ターゲットパス サーバーまたはローカルへの同期対象パスを選択します。

同期スケジュール 同期タスクの開始時刻を選択します。2つの周波数同期設定に対応しています。

1）1 日 1 回、決まった時間に同期する。

例えば、[毎日 18:22]を選択すると、同期タスクは毎日 18:22 に同期をします

2）時間帯ごとに同期する。

たとえば、[60 秒ごとに]を選択すると、同期タスクは 60 秒ごとに同期します。

安全性

暗号化転送を有効にする 暗号化転送を有効にすると、転送がより安全になります。

ファイルプロセス
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修正時間の保存 有効化：同期が完了した後、ファイルの修正時間はローカルの修正時間と同じに

なります。

無効化：同期が完了したファイルの修正時間は、現在の転送完了時間と同じにな

ります。

ソースファイルの

み転送します

有効化：ディレクトリ内のファイルのみが転送されます。

無効化：ディレクトリ内のすべてのファイルとフォルダが転送されます。

ソースファイルの

削除時に、ターゲ

ットファイルを同

時に削除します

有効化：送信元パスまたは送信先パスのファイルを削除すると、相手のファイル

も同時に削除されます。

例えば、ローカルディレクトリ A がサーバーに同期している場合、Aディレクト

リ内の[テスト]ファイルが削除されると、サーバー上の[テスト]ファイルも同時

に削除されます。

ヒント：ルートディレクトリには対応していません。[同時削除]と[ソースファ

イルのみ転送]の両方を有効にすることはできません。

双方向同期 有効にすると、サービスとクライアントの間で双方向の同期が行われます。

Raysync はまずローカルディレクトリファイルをサーバーにアップロードし、次

にサーバーディレクトリファイルをローカルにダウンロードします。

設定後、[OK]ボタンをクリックすると、クライアントに同期タスクが表示されます。

2.3.11 WebTCP 転送

ユーザーが Web にログインした後、クライアントが見つからない場合は、自動的に TCP 接続に切

り替わります。TCP はアップロード、ダウンロード、アップロード招待、ダウンロード共有にお

いて、10M 未満の単一ファイルのみに対応しています。他の機能を利用する場合は、Raysync ク

ライアントを起動する必要があります。
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2.4 リンクシェア操作

2.4.1 シェアとダウンロード

共有するファイル/フォルダを選択します。

ファイル/フォルダ共有設定ボックスが表示されます。

有効期限、メール通知、ダウンロード通知を設定することができます。
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[リンクを作成]をクリックすると、リンクとパスワードが自動的に生成されます。

[リンクとパスワードをコピー]をクリックすると、パスワード付きのリンクを第三者に送信する

ことができます。

2.4.2 アップロード招待

アップロードに招待したいフォルダを開き、[アップロードに招待]ボタンをクリックします。
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フォルダのアップロード招待設定ボックスが表示されます

有効期限、メール通知、アップロード通知を設定することができます。
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[リンクを作成]をクリックすると、リンクとパスワードが自動的に生成されます。

[リンクとパスワードをコピー]をクリックすると、パスワード付きのリンクを送信することがで

きます。

2.4.3 共有ダウンロードリンクへのアクセス

ブラウザに共有ダウンロードリンクを入力します。

パスワードを入力して[OK]をクリックします。

ファイルリストを入力し、[ダウンロード]をクリックしてファイルをダウンロードします。
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2.4.4 アップロード招待リンクへのアクセス

ブラウザにアップロード招待リンクを入力します。

パスワードを入力して[OK]をクリックします。

ファイルリストを入力し、[アップロード]をクリックしてファイルをアップロードします。

2.4.5 共有管理

左の操作メニューから[共有管理]をクリックして、共有管理に入ります。
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共有ファイル、共有時間、有効期限、リンク、パスワード、メール通知、ダウンロード通知、リ

ンクの状態を確認できます。

共有ファイルをクリックして詳細を展開すると、リンクをコピー、削除したり、共有を無効に

することができます。

ファイル招待、招待時間、有効期限、リンク、パスワード、メール通知、アップロード通知、リ

ンクの状態を確認できます。

共有ファイルをクリックして詳細を展開すると、リンクをコピー、削除したり、共有を無効にす

ることができます。

2.5 グループスペース

グループスペースでは、複数のユーザーによる共同ファイル管理に対応しています。

グループスペースを入力すると、現在ユーザーが入っているすべてのグループスペースが表示さ
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れます。

任意のグループスペースに入る、を選択すると、そのグループスペース内のすべてのドキュメン

トとフォルダが表示されます。

グループスペース内の任意のファイル/フォルダを選択し、ダウンロード、アップロードするこ

とができます。個人スペースと同じです。

ヒント：グループスペースでは、ダウンロードして共有したり、アップロードに招待したりすること

はできません。

2.6 ポイントツーポイント転送

クライアントは、ユーザー間のポイントツーポイント転送に対応しています。

例：ユーザー A はオンライン中。ユーザー A は自身の送信 ID とキーを提供します。他者は、Ｉ

Ｄとキーでユーザー A に接続し、A のパソコンにデータを直接転送することができます。サーバ

ーストレージを介しません。

2.6.1 ポイントツーポイントのファイル/フォルダの送信

ポイントツーポイントのページに入ります。

[ファイル転送開始]をクリックします。ファイル/フォルダを追加し、受信相手からの ID とキー

を入力します。

ヒント：受信者は、Web ページの[直接ファイル受信を許可]ボタンをオンにする必要があります。
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[転送開始]をクリックします。

タスクが作成されると、タスクリストがウェブとクライアントの両方に表示されます。
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送信状態の説明：

送信 ファイル/フォルダが送信されています

完了しまし

た

ファイル/フォルダの転送が完了しました

キャンセル 送信者はタスクを一時停止しました

失敗しまし

た

送信中に、クライアントが終了、受信側の送信が停止、送信中断、ネットワーク接続が中断、サ

ーバー異常などの状況が発生した場合に、異常確認が表示されます。

2.6.4 ポイントツーポイントタスクの削除

削除するタスクを選択し、[削除]ボタンをクリックします。

ヒント：Web ページのタスクを削除すると、関連タスクも同時に削除されます。

[OK]をクリックすると削除されます。

2.6.5 ファイル/フォルダのポイントツーポイント受信

受信側は、ファイルを受信するには、ウェブページの[直接ファイル受信を許可]ボタンを有効に

する必要があります。

左の操作メニューから、転送 ID とキーが表示されます。
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ファイルを送信すると、受信者リストは関連の直接転送タスク記録を生成します。

他の人が送信したポイントツーポイントのファイルを受信したくない場合は、Web ページをクリ

ックして[直接ファイル受信を許可]を無効にします。

無効化された後、左の操作メニューには ID とキーが表示なくなります。

2.7 通知センター

管理者から送信された通知内容が表示します。

右上の通知アイコンをクリックします。

通知をクリックすると、内容を確認することができます。
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2.8 転送リスト

2.8.1 転送リスト情報

転送リストは、タスクの進捗状況、速度、送信完了ファイル数、タスクの総ファイル数、タスク

に含まれるファイルタスクの詳細情報、タスクの送信速度曲線などの情報を表示することができ

ます。

Web ページ右上の[転送リスト]をクリックします。

転送リストには、通常の転送タスク、同期タスク、ポイントツーポイント転送タスクの 3 種類が

あります。

2.8.2 タスクの詳細

タスク名をクリックします。
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タスクの詳細を入力すると、速度、プロトコルタイプ、平均速度、遅延、MSS、パケットロスを

含む転送情報を表示することができます。

[ファイル一覧]をクリックすると、ファイル名、サイズ、進行状況、状態、速度、エラーなどを

確認することができます。

2.8.3 通常転送タスクリスト

タスク削除、一時停止、起動、ローカルディレクトリを開く、空にするなどの操作に対応してい

ます。
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2.8.4 同期タスクリスト

2.8.4.1 タスクの状態

アイドル：同期スケジュールモードが「全て〇〇」で、時間に達していない場合。

プラン：同期スケジュールモードが[毎日〇〇]で、同期時間になっていない場合。

アイドル(完了時間)：同期スケジュールモードが[毎日〇〇]で、同期は完了しているが、次の同

期タイムポイントに達していない場合。
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2.8.4.2 同期タスクの編集

同期タスクを個別に編集するには、[編集]アイコンをクリックします。

同期フォルダ、セーフティ、ファイルのプロセスを変更することができます。

[保存]をクリックすると、有効になります。

2.8.4.3 同期タスクの種類

同期アップロード

同期ダウンロード

双方向同期
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2.8.5 ポイントツーポイントのタスクリスト

2.8.5.1 タスク停止状態の説明

送信者がタスクを停止した

場合

送信者のタスク状態：「停止」

受信側のタスク状態：「相手が停止しました」

送信者はタスクを再開することができます。受信者は新しいタスク記録を作成し

て送信を継続することができます。

受信者がタスクを停止した

場合

送信者のタスク状態：「停止」 送信者のタスク状態：「停止」

受信側のタスク状態：「停止」

受信側は、タスクを再開できません。

他の失敗例 送信者と受信者のタスク状態：接続が失敗しました

送信中に送信者または受信者がクライアントを閉じた場合、ネットワークの接続

不良、サーバーの異常など。

2.8.5.2 タスクの削除

[削除]アイコンをクリックします。

[OK]をクリックします。

クライアントリストのタスクが削除されると、ウェブページの記録も削除されます。
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2.9 クライアント設定

2.9.1 転送設定

ダウンロードパス デフォルトのダウンロードパス設定と、ダウンロード時に手動でパスを設定すること

ができます。

同時進行タスク 同時進行アップロードと同時進行ダウンロードの最大数を 10 個まで設定できます。

データ圧縮 有効にすると、送信する前にデータが圧縮され、送信効率が向上します。

UDP パケットサイ

ズ

ネットワークの帯域が良い場合は、UDP パケットサイズを大きく設定することをお勧

めします。高いほどパフォーマンスが良いと思われます。

ネットワークの帯域が悪い場合は、小さく設定するほどパフォーマンスが良くなりま

す。

2.9.2 帯域幅の設定

アップロードやダウンロードの最大ト最低速度を設定できます。0 は無制限です。
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2.9.3 直接転送の設定

クライアントでは、ポイントツーポイントファイルの保存場所設定とローカル ID とキーの更新

に対応しています。

更新すると、Web 上の ID とキーの表示が同時に更新されます。
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2.9.4 詳細設定

機能紹介：

起動時に自動的に実行しま

す

コンピュータが予期せぬ問題で再起動した場合、Raysync クライアントが自

動的に実行されます。

ハッシュチェック有効化 ハッシュ検証を有効にすると、アップロードまたはダウンロードするとき

に、すべてのファイルが検証され、ファイルの整合性と正確性を確保しま

す。ローカルファイルのハッシュチェックとサーバーファイルのハッシュ

チェックが不一致の場合は、ファイルを再転送されます。2 つのファイルの

ハッシュチェックが一致していれば、転送は継続されます。

TCP の優先順位 有効にすると、転送中に tcp 転送モードは優先的に使用されます。そうす

れば、転送中にファイルが失われることはありません。

暗号化転送の優先度 有効にすると、転送がより安全になります。

転送完了後にファイルのタ

イムスタンプが保存されま

す

有効にすると、転送ファイルの変更時間が保持されます。

ハッシュチェック有効化 ローカルファイルとサーバーファイルの Rsync チェックの結果が一致しな

い場合、ファイルは再送されます。2 つのファイルの一部だけが相違する場

合、一致する部分はスキップされ、異なる部分だけ転送されます。2 つのフ

ァイルの Raysync 検証が同じの場合、転送は継続されます。

タイムアウト タイムアウト時間を長くすることで、ネットワークが弱い時に Raysync 転

送パフォーマンスを維持することができます。

2.9.7.1 プロキシの設定

多くの会社では、セキュリティ管理により、従業員はコンピュータから直接インターネットに接

続することができず、プロキシサーバーを介する必要があります。SOCKS5 は現在最も一般的な

プロキシサーバーです。
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SOCKS5 をクリックし、プロキシサービスホスト、プロキシポート、プロキシユーザー、パスワ

ードを入力します。[OK]をクリックして SOCKS5 プロキシに接続します。

2.10.その他

2.10.1 エラー検出

クライアントを右クリックし、[エラー検出]を選択して、[エラー検出]に入ります。このオプシ

ョンをクリックすると、エラー検出レポートが生成されます。送信異常や問題が発生した場合に

自動的に修正されます。

2.10.2 Raysync について
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クライアントを右クリックして、「バージョン情報」からバージョン番号を確認し、最新バージ

ョンをチェックします。

2.10.3 ログ収集

右クリックしてログを収集すると、クライアントの送信ログや関連ログを収集することができま

す。

3.よくある質問

3.1 ウェブサイトが Raysync に接続できません。

1.Raysync が起動し、右下のアイコンが表示されていることを確認してください。ウェブページ

の【開始】をクリックします。

2.360、Kingsoft AntiVirus ソフトなどの保護下で Raysync を起動しない場合、ユーザーレジス

トリが通常通りに書き込めず、Web ページから起動できない可能性があります。一方、Raysync

は手動で操作する必要があります。

3.Raysync アイコンを右クリックしてエラー検出を選択し、ローカルドメイン名解析、システム

時刻、システムエージェントと証明書の状態が「正常」であることを確認してください。また、

Raysync が起動されているかどうか、「クライアントが起動されていません」の表示が出ている

かどうかを確認してください。システムエージェントが異常を表示したときは、エージェントが

オンになっている可能性があります。起動する前に Raysync クライアントをシャットダウンして

ください。 証明書が異常の場合は、Raysync クライアントのバージョンが最新かどうか、証明

書の有効期限が切れていないことを確認してください。

3.2 ウェブページ プロンプトサーバー 接続タイムアウト

クライアントチェック：

Raysync アイコンを右クリックして[エラー検出]を選択し、[サーバードメイン名]と[サーバー
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アドレス]が正しいかどうかを確認してください。cmd コマンドライン ping することで、解析ア

ドレスの接続を確認することができます。

サーバーチェック：

サーバーはユーザーの許可、ホームディレクトリなどの情報変更、クライアントを再起動する必

要性を確認します。

3.3 クライアントログインタイムアウト

クライアントを右クリックして、Raysync 設定の UDP メッセージサイズをより小さい値に変更し

てください。

3.4 速度が思ったよりより遅い

クライアントチェック：

外部ネットワークの帯域幅をテストしてください。速度テストでは、ローカルアップロードとダ

ウンロードの帯域幅を検出し、制限速度に達しているかどうかを確認します。

クライアントの通信事業者とサーバーの通信事業者が一致しているか確認してください。

サーバーチェック：

1. 関連サーバーのバックグラウンドを入力して、ライセンスの有効化を確認してください。ラ

イセンス情報に記載されている帯域幅は想定される帯域幅であることを確認してください。

2. 現サーバーのネットワークトラフィックを開き、他のユーザーがサーバーの帯域を占有して

いないかを確認してください。

3.サーバーディスク読み取り、書き込み値がピークに達しているかどうかを確認してください。

他のユーザーがファイルの読み取り、書き込みを行っている場合、読み取り、書き込みが影響さ

れる可能性があります。

3.5 ダウンロードしたファイルがネットワークパスで見つからない

ネットワークディスクへのパスをマップし、古いタスクを削除してください。再度ダウンロード

し、保存したネットワークディスクパスを選択します。

3.6 ファイルのアップロード、ダウンロードは良く[ファイルを読み込

んでいます]と表示される

クライアントチェック：

1. 転送先のディレクトリに、ファイルが大量に入っていないことを確認してください。ファイ

ル数と関係なく、クライアントがファイルを読み込むのを待つ必要があります。

2. 右クリックして、Raysync のタイムアウト時間を 60 秒以上に設定し、古いタスクを削除して

送信タスクを再度選択してください。
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サーバーチェック：

サーバー下のディレクトリの読み込み性能を確認します。例：サーバーのディレクトリを入力し

て ls を実行し、高速に応答します。du–a | wc-l を実行して、ディレクトリ下のファイル数を

カウントします。
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